
平成３０年度袋井市当初予算の概要 

一般会計は総額 323.5 億円 （対前年度比 1.5％減）

総合体育館・袋井消防庁舎の建設開始、袋井駅南保育施設整備に補助金交付 

 キャッチコピーは  『みんなで未来の種を育てる年』 
予算平成の考え方―平成 30年度は第 2次総合計画前期子本計画の中間年となる。平成 28 年度（1 年目）は、『戦略的

投資でスタートダッシュ』を図り、平成 29 年度（2 年目）は『ふくろいスタイルのまちづくり』により「未来に向け

ての『種』」を蒔いてきた。平成 30年度は総合計画に掲げた「日本一健康文化都市」の実現に向けて「人づくり」「地

域づくり」「都市づくり」の着実な推進と未来への更なる飛躍に向けて次の 4項目を重点分野として編成した。 

重点４項目― ◇コミュニティセンターを拠点とする地域づくり  

       ◇ラグビーワールドカップ 2019に向けての万全な準備 

       ◇企業や大学との連携によるまちづくり  

        ◇子育て・教育の充実 

◇一般会計―総額は 323億 5千万円で、前年度に比べ 4.9億円、1.5％減になりました。認可保育所の増や自立支援給

付費の増などにより扶助費が増加（2.1億円）する一方で、市長・議員・県知事選挙費や職員退職手当の減、枠配分予

算編成に伴う事務事業の見直しなどにより人件費・物件費が減少（各 0.9億円、2.2億円）しています。 

◇特別会計・企業会計を含めた総額は 535 億 9 千万円で、前年度と比べると 16.7 億円、3.0％の減となりました。特

別会計は 7会計で 166.8億円（6.9％減）に、企業会計（水道・病院）は 45.6億円（1.3％増）となりました。特別会

計予算の大きな減少の理由は、国民健康保険の制度改正（県が運営主体に）等によるものです。 

歳入の状況 

 個人市民税は 47.2億円（2.3％増）、法人市民税は 14.9億

円（13.7％増）、固定資産税は 66.1億円（0.0％減）、国から

の普通交付税は 15億円（3億円減）、国県支出金は 60.7億円

（1.4億円減）と見込みました。財源不足を補う市債は 40.6

億円（0.2億円増）、その内地方交付税の不足分を補てんする

臨時財政対策債９億円（１億円減）が含まれます。財政調整

基金からの繰入は 3.9億円（3.1億円減）を計上しました。 

歳出の状況 

 義務的経費の、人件費は 44.7 億円（0.9 億円減）、扶助費

は 61.4億円（2.1億円増）、公債費は 31.9億円（0.6億円減）。  

投資的経費は 48.7 億円（0.9 億円減）。その他経費は物件

費が 50.9億円（2.2億円減）、補助費等は 49.8億円（0.9億

円減）、操出金は 30.5億円（1.5億円減）と見込みました。 

各種財政指標の３０年度の見込み 

経常収支比率 91％程度、自主財源比率は 55％程度、財政

力指数は 0.9程度、年度末の地方債残高（一般会計）は 272.5

億円（10.7億円増）、基金残高（財調・減債）は 23.4億円の

見込み。市の健全財政確保のための 3つの目標「経常収支比

率 90％未満」は×「地方債残高を増やさない」は×、「基金

残高（財調＋減債）19億円以上」は○、となりました。 

平成 30 年度当初予算主要事業（重点事業）  （単位千円） 

【子育て・教育】           463,426 千円      

小中一貫教育の推進                428 

小中学生の基礎学力の向上            5,761 

袋井型英語教育の推進             44,546 

ＩＣＴを活かした教育の推進          45,583 

保育施設の整備                161,285 

放課後児童クラブの整備            119,582 

学校施設の環境充実              59,005 

浅羽中学校施設整備事業            27,236 

【スポーツ・健康福祉】          1,795,584 千円      

ふくろいスポーツドリーム事業         19,538 

総合体育館整備及び運営事業         1,745,617 

コミュニティセンターを拠点とした健康づくりの推進 5,781 

地域包括ケアシステムの充実          18,072 

企業の健康経営の支援              169 

健康ポイント事業               5,199 

不育症治療費助成制度の創設           1,208 

【市民力・地域力】        3 4 8 , 3 5 9 千円 

コミュニティセンターを拠点とした地域づくり 246,500 

（仮称）袋井西コミュニティセンターの整備  79,695 

まちの国際化の推進             16,664 

浅羽先太郎公碑建立 100 周年記念事業の開催  1,000 

健康都市連合国際大会への参加        1,676 

放課後子ども教室の充実           2,804 

【都市基盤】               769,451 千円 

袋井駅南まちづくり事業            198,700 

空き家対策事業                  346 

歩いて楽しいまちづくり事業          184,000 

基幹道路の整備                341,561 

まちの多言語案内表示板整備事業         6,300 

Wi‐Fi 環境の充実                3,344 

一般家庭への新エネルギー機器の導入促進    18,700 

水道施設・下水道施設のマネジメント      16,500 

【産業振興】               26,612 千円 

3デイズワーカーズオフィス構想の事業推進    20,000 

市内企業への人材（雇用）確保           562 

農産物の販路拡大に向けた農業者主体の取組支援  1,800 

インバウンド観光の推進             4,250 

【防災】                           620,320 千円 

袋井消防庁舎・袋井市防災センター整備事業   273,533 

袋井幸浦の丘プロジェクトの推進        183,117 

原子力災害時広域避難計画の策定          142 

一般家庭への防災・減災対策           29,503 

地域防災力の充実               29,906 

治水対策事業                 110,119 
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